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医療連携だより

新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
　登録医の先生方には、昨年中大変お世話になり、心より感謝申し上げます。
　本年も引き続きよろしくお願い申し上げます。
　あすと長町地区に当院が移転してから、早いもので4度目の新年を迎える事に

なりました。こうしてこの日を迎えられたことは、ひとえに先生方のご支援とご協力の賜物と改めて、深く感謝申
し上げます。
　昨年を振返ってみますと、3月に五橋の旧病院跡地を学校法人に売却致しました。我々が長年お世話になった旧
病院の建物は、近い将来その姿を消す事になります。また、病院経営を将来にわたり持続可能なものにするため
「仙台市公立病院改革プラン2017」を同時期に策定致しました。今後は、このプランに盛り込まれた様々な取り組
みを着実に実行して行くことが求められております。そして、4月にはフルマッチ17名の優秀な初期研修医を迎え
ることができました。来年度の研修医も５年連続のフルマッチ達成となり、当院が医学生から高い評価を得ている
証と考えています。
　6月には東北厚生局適時調査、8月には外部監査法人による包括外部監査、そして11月には病院機能評価と合わ
せて3つの第三者評価を受審しました。これらの評価を踏まえて、自らの病院を良くするためにはどうすれば良い
かを職員一人ひとりが考え、チームとして方向性をまとめ、業務の標準化・効率化を基本とした安全な医療の提供
を病院全体で実践し、今後とも改善へのPDCAサイクルを繰り返し実施していくことが必要と考えています。
 さて、今年、2018年仙台市立病院は、創立88周年を迎えます。人間でいえば米寿にあたります。1930（昭和5）
年、当院は「経済的に恵まれない人々のための社会施策」の一つとして開院いたしました。この創立の理念は、現
在においても、我々の最も重要な使命の一つである救急医療をはじめと
する政策的医療の遂行という当院の基本的ミッションに生かされており、
また市民の皆さんが希望するところでもあります。
　4月には診療報酬と介護報酬のダブル改定のみならず、第7次医療計
画、第7期介護保険事業計画のスタートが予定されており、また新専門医
制度が本格的に始動するなど、医療や介護を取りまく環境は大きな節目
を迎えており、まさに変革の波の中にあります。
　そのような中にあっても、病院創立の理念を受け継ぎながら、当院が
更なる発展を遂げる足掛かりとなる1年とするため、登録医の先生方、そ
して地域の皆様から頂きましたご意見やご要望等を踏まえ、皆さんと顔
の見える関係を大切にしながら、医療連携をさらに推進し、地域医療に
貢献していく所存です。行き届かない点がございましたらご遠慮なくご
指摘を頂きたく存じます。
　当院は、市民の皆さんから「選ばれる病院」、救急隊や地域の先生方か
ら「頼りにされる病院」、そして職員が「働きやすい病院」の３つを今後も
目指してまいりたいと考えています。
　本年も、変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

仙台市病院事業管理者 兼 院長　亀山　元信
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耳鼻いんこう科のご紹介－３名の新任医師が着任しました－

　昨年、12月15日当院において、緩和ケア講演会を開催
し、院外の保健医療関係者を含め103名の方々にご参加
いただきました。
　講師には、厚生労働省委託事業の責任者として緩和ケ
ア教育・普及啓発・医師に対するコミュニケーション技
術研修会で活躍している市立札幌病院精神医療センター
副医長である上村恵一先生をお招きし、「がんに伴う精神
症状の評価と対応～低活動型せん妄、抑うつ、認知症な
どの鑑別を考慮して～」と題してご講演いただきました。
　講演では、せん妄・認知症・うつ病の見分け方など急
性期医療の現場で有用な視点と介入方法について解説い
ただき、患者さんの判断能力の低下や医療スタッフの認
知症に対する理解不足により倫理的課題が生じやすい中
であっても、患者さん本人自らが意思決定に参加し主体
的に関与できるような環境を整えることが大切であると
のお話をいただきました。そして、そのためには、適切
なアセスメントやスタッフの気づき、多職種でのカン
ファレンス等が重要となってくるとのことでした。
　今回の講演内容を当院における緩和ケアに活かし、よ
り良い医療を築き上げていきたいと思います。

　今年も患者さんならびに職員の“ 身体堅固 ”を祈願する
ため、 今年で41回目となる職員有志による大崎八幡宮まで
の「はだか参り」を行いました。
　当日は「天気晴朗なれども気温3度」という清々しくも身
も心も引き締まる極寒の中、村田副院長、奥田副院長、そ
して石戸谷泌尿器科部長兼総合サポートセンター長の豪華
紋付袴陣を先頭に、はだか参りにかける情熱を心に燃やし
た総勢約 60 名が一人の脱落者もなく、3 時間を超える参
拝を無事に終えることができました。
　2018 年もより多くの皆様が健康な一年を過ごせるよう、
これまで以上に日々の業務に真摯に取り組んでまいりま
す。

【医療連携に関する状況】
紹介率
11 月 80.4 % 11 月 81.4 %

81.1 %12 月 85.9 %12 月

逆紹介率

1/ 1 付 循環器内科医長
 　　青木　恒介（アオキ　コウスケ）
 麻酔科レジデント
 　　入間田　大介（イリマダ　ダイスケ）

12/31 付 麻酔科レジデント
 　　菊池　由希子（キクチ　ユキコ）

採 用

退 職

医 師 異 動 の お 知 ら せ

1/1 1 付 循環器内科医長長医長科医器内環器 長医長内科医器内環器循環循付 1 付 循環循付付
　　青木　恒介（アオキ　コウスケ）スケウスコウキ コオキ ケ）スケウスコウキ　コオキアオ（ア介恒介木 恒青木青 アオ（ア介恒介木　恒青木青
麻酔科レジデンデンジデ科レ酔科 ンデンレジデ科レ酔科麻酔麻麻酔麻 トトトト
　　入間田　大介（イリマダ　ダイスケ））ダダダダ スケイスダイダダ　マダイリ（（イ介大介大間田入間入

12/31 付 麻酔科レジデントトントデンジデ科レ酔科 トントデンレジデ科レ酔科麻酔麻付31付2/312 麻酔麻付31付2/312
　　菊池　由希子（キクチ　ユキコ）コキユキ子希由池菊

採 用

退 職

医 師 異 動 の お 知 ら せス イイマイル
リレー

の師ののの当院医師のの当院医師の当院医師のの ルイルルイルイルイイマイマイスススマスマススススス ルルルルルス ルルルルイイイイママママスススス ル すす。レー方式でご紹介しますをリレー方式でご紹介しししリリリ でごををを レ 方レレ ごごで 介介介介をリレ 方式でご紹介しますす。レ 方式でご紹介しますレー方式でご紹介します。レ 方式でご紹介しますをリをリをリ当院医師のスマイルをリレー方式でご紹介します。

Smile14

ライブ
消化器内科医長
鈴木　範明

次号は、高校の同級生、血液内科の山本譲司先生です。Pass the baton

　もともと体力には自信がない
のですが、医師になり十数年、
更にくたくたな毎日を送ってい
ます。そんな中、単純に好きな
こととして音楽を聴くことがあ
ります。特に好きなジャンルは

テクノ（ピコピコ音楽です）なのですが、それは今
回置いておくとして、邦楽で好きなのが「THE 
CHECKERS」です。1992年末に解散しましたの
で、平成生まれの方は知らないかもしれません。
その後、ボーカルの藤井フミヤがソロになり、昨
年からライブツアーを再開し、昨年、今年とこっ
そり行ってきました。今年は初めて仙台GIGSに行
きました。仕事でなくとも、
とても疲れたのですが、会場
内を見渡すと途中から腰を叩
いている人も見られ、皆同じ
だけ歳を重ねていることを実
感した次第でした。

緩和ケア講演会を開催しました耳鼻いんこう科 部長　小倉　正樹 M a s a k i  O g u r a

　新年明けましておめでとうございます。
　日頃より、たくさんの患者さんをご紹介いただき誠にありがとう
ございます。耳鼻いんこう科の常勤医師は4名で、昨年10月に嵯峨
井俊、11月に吉田拓矢、高橋彩香が着任し、ほぼ一新された状態で
日々の診療に励んでおります。
　ご紹介の際は、前日までに医療連携室またはコールセンターを介
して予約を取っていただく事になっておりますが、緊急治療や入院
加療が必要な患者さんについてはお気軽にご相談ください。
　より一層、登録医の先生方や近隣病院の先生方との連携を密にし
て地域医療に貢献すべく頑張ってまいりますので、今後ともご指導
ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

医長　嵯峨井　俊 S y u n  S a g a i

　10月に東北大学病院より着任いたしました。平成11年卒業後、宮城、岩手、福島の各県の病院で勤務してきま
した。専門は耳鼻いんこう科全般で特に頭頸部外科、小児感染症などの専門病院での勤務歴が長くなっています。
　ここ数年は東北大学病院、岩手医科大学附属病院、宮城県立がんセンターなどで頭頸部の悪性腫瘍の治療を中
心に行ってきたため、当院での日々の診療は新鮮に感じます。元々地域の基幹病院で一般的な耳鼻科の診療を行
うことが自分の希望でもありましたので、地域の方々のお役に立てるよう努めていきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

左から高橋医師・嵯峨井医長・小倉部長・吉田医師

新任医師 着任のご挨拶

泌尿器科 医長　大原英一郎

E i i c h i r o 　 O h a r a

　12月に着任しました。平成19年岩手
医科大学卒です。卒後は湘南鎌倉総合
病院で初期研修を行ったあと、東北大
学泌尿器科学教室に入局致しました。
　当院に来る前は仙台医療センターに4年勤務し、主に
手術支援ロボットda Vinci（ダヴィンチ）を用いたロ
ボット手術や腹腔鏡手術の研鑽を積んできました。
　当院では、泌尿器腹腔鏡手術を安全に普及させるとと
もに、結石治療などの地域から求められている治療にも
取り組みたいと考えております。
　患者さんに良い医療が提供出来るように頑張っていき
たいと思います。ご指導よろしくお願い致します。

医長　青木　恒介

K o s u k e 　 A o k i

　1月に着任いたしました。前任地の影
響でやや関西寄りのイントネーションで
すが、生まれも育ちも仙台です。　
　平成19年に東北大学を卒業後、石巻赤十字病院に4年
1か月勤務していました。東日本大震災の際には全国の
医療機関の方々に大変お世話になりました。その後、兵
庫県立姫路循環器病センターで6年8か月勤務し、循環
器内科に特化した研鑽を積み現在に至ります。このたび、
故郷の病院で働く機会を得て大変うれしく思っておりま
す。まだまだ未熟でご迷惑をおかけすることも多々あるか
と思いますが、地域の医療に貢献できるよう頑張りますの
で、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

レジデント　吉田　拓矢 T a k u y a  Y o s h i d a

　11月にいわき市立総合磐城共立病院より着任いたしました。まだまだ慣れないことが多く、皆様にご迷惑をお
かけしながらも何とか仕事をしております。地域に貢献できるように頑張りたいと思いますので、よろしくお願
いいたします。

レジデント　高橋　彩香 A y a k a  T a k a h a s h i

　11月に東北大学病院より着任いたしました。出身は神奈川県で仙台に来て3年目となりました。初期研修の2
年間は当院で行い、7ヶ月間の大学勤務を経て再度戻って参りました。耳鼻科全般的なことを多く吸収していき
たいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

循環器内科

医療連携室から
　平成16年2月に「医療連携だより創
刊号」が発行されてから14年目の今回、
発刊第60号を迎えることができました。
これもひとえに登録医の先生方の温か
いご支援の賜物と心より厚く御礼申し上
げます。
　これからも院内の様々な情報や出来
事を楽しくお伝えできる紙面づくりに励
んでまいります。

2018年　どんと祭に参加しました

医療連携に関するご意見やご要望等がございましたなら、医療連携室までお寄せ下さい。
TEL 022-308-9920（直通）
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ります。特に好きなジャンルは

テクノ（ピコピコ音楽です）なのですが、それは今
回置いておくとして、邦楽で好きなのが「THE 
CHECKERS」です。1992年末に解散しましたの
で、平成生まれの方は知らないかもしれません。
その後、ボーカルの藤井フミヤがソロになり、昨
年からライブツアーを再開し、昨年、今年とこっ
そり行ってきました。今年は初めて仙台GIGSに行
きました。仕事でなくとも、
とても疲れたのですが、会場
内を見渡すと途中から腰を叩
いている人も見られ、皆同じ
だけ歳を重ねていることを実
感した次第でした。

緩和ケア講演会を開催しました耳鼻いんこう科 部長　小倉　正樹 M a s a k i  O g u r a

　新年明けましておめでとうございます。
　日頃より、たくさんの患者さんをご紹介いただき誠にありがとう
ございます。耳鼻いんこう科の常勤医師は4名で、昨年10月に嵯峨
井俊、11月に吉田拓矢、高橋彩香が着任し、ほぼ一新された状態で
日々の診療に励んでおります。
　ご紹介の際は、前日までに医療連携室またはコールセンターを介
して予約を取っていただく事になっておりますが、緊急治療や入院
加療が必要な患者さんについてはお気軽にご相談ください。
　より一層、登録医の先生方や近隣病院の先生方との連携を密にし
て地域医療に貢献すべく頑張ってまいりますので、今後ともご指導
ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

医長　嵯峨井　俊 S y u n  S a g a i

　10月に東北大学病院より着任いたしました。平成11年卒業後、宮城、岩手、福島の各県の病院で勤務してきま
した。専門は耳鼻いんこう科全般で特に頭頸部外科、小児感染症などの専門病院での勤務歴が長くなっています。
　ここ数年は東北大学病院、岩手医科大学附属病院、宮城県立がんセンターなどで頭頸部の悪性腫瘍の治療を中
心に行ってきたため、当院での日々の診療は新鮮に感じます。元々地域の基幹病院で一般的な耳鼻科の診療を行
うことが自分の希望でもありましたので、地域の方々のお役に立てるよう努めていきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

左から高橋医師・嵯峨井医長・小倉部長・吉田医師

新任医師 着任のご挨拶

泌尿器科 医長　大原英一郎

E i i c h i r o 　 O h a r a

　12月に着任しました。平成19年岩手
医科大学卒です。卒後は湘南鎌倉総合
病院で初期研修を行ったあと、東北大
学泌尿器科学教室に入局致しました。
　当院に来る前は仙台医療センターに4年勤務し、主に
手術支援ロボットda Vinci（ダヴィンチ）を用いたロ
ボット手術や腹腔鏡手術の研鑽を積んできました。
　当院では、泌尿器腹腔鏡手術を安全に普及させるとと
もに、結石治療などの地域から求められている治療にも
取り組みたいと考えております。
　患者さんに良い医療が提供出来るように頑張っていき
たいと思います。ご指導よろしくお願い致します。

医長　青木　恒介

K o s u k e 　 A o k i

　1月に着任いたしました。前任地の影
響でやや関西寄りのイントネーションで
すが、生まれも育ちも仙台です。　
　平成19年に東北大学を卒業後、石巻赤十字病院に4年
1か月勤務していました。東日本大震災の際には全国の
医療機関の方々に大変お世話になりました。その後、兵
庫県立姫路循環器病センターで6年8か月勤務し、循環
器内科に特化した研鑽を積み現在に至ります。このたび、
故郷の病院で働く機会を得て大変うれしく思っておりま
す。まだまだ未熟でご迷惑をおかけすることも多々あるか
と思いますが、地域の医療に貢献できるよう頑張りますの
で、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

レジデント　吉田　拓矢 T a k u y a  Y o s h i d a

　11月にいわき市立総合磐城共立病院より着任いたしました。まだまだ慣れないことが多く、皆様にご迷惑をお
かけしながらも何とか仕事をしております。地域に貢献できるように頑張りたいと思いますので、よろしくお願
いいたします。

レジデント　高橋　彩香 A y a k a  T a k a h a s h i

　11月に東北大学病院より着任いたしました。出身は神奈川県で仙台に来て3年目となりました。初期研修の2
年間は当院で行い、7ヶ月間の大学勤務を経て再度戻って参りました。耳鼻科全般的なことを多く吸収していき
たいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

循環器内科

医療連携室から
　平成16年2月に「医療連携だより創
刊号」が発行されてから14年目の今回、
発刊第60号を迎えることができました。
これもひとえに登録医の先生方の温か
いご支援の賜物と心より厚く御礼申し上
げます。
　これからも院内の様々な情報や出来
事を楽しくお伝えできる紙面づくりに励
んでまいります。

2018年　どんと祭に参加しました

医療連携に関するご意見やご要望等がございましたなら、医療連携室までお寄せ下さい。
TEL 022-308-9920（直通）
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医療連携だより

新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
　登録医の先生方には、昨年中大変お世話になり、心より感謝申し上げます。
　本年も引き続きよろしくお願い申し上げます。
　あすと長町地区に当院が移転してから、早いもので4度目の新年を迎える事に

なりました。こうしてこの日を迎えられたことは、ひとえに先生方のご支援とご協力の賜物と改めて、深く感謝申
し上げます。
　昨年を振返ってみますと、3月に五橋の旧病院跡地を学校法人に売却致しました。我々が長年お世話になった旧
病院の建物は、近い将来その姿を消す事になります。また、病院経営を将来にわたり持続可能なものにするため
「仙台市公立病院改革プラン2017」を同時期に策定致しました。今後は、このプランに盛り込まれた様々な取り組
みを着実に実行して行くことが求められております。そして、4月にはフルマッチ17名の優秀な初期研修医を迎え
ることができました。来年度の研修医も５年連続のフルマッチ達成となり、当院が医学生から高い評価を得ている
証と考えています。
　6月には東北厚生局適時調査、8月には外部監査法人による包括外部監査、そして11月には病院機能評価と合わ
せて3つの第三者評価を受審しました。これらの評価を踏まえて、自らの病院を良くするためにはどうすれば良い
かを職員一人ひとりが考え、チームとして方向性をまとめ、業務の標準化・効率化を基本とした安全な医療の提供
を病院全体で実践し、今後とも改善へのPDCAサイクルを繰り返し実施していくことが必要と考えています。
 さて、今年、2018年仙台市立病院は、創立88周年を迎えます。人間でいえば米寿にあたります。1930（昭和5）
年、当院は「経済的に恵まれない人々のための社会施策」の一つとして開院いたしました。この創立の理念は、現
在においても、我々の最も重要な使命の一つである救急医療をはじめと
する政策的医療の遂行という当院の基本的ミッションに生かされており、
また市民の皆さんが希望するところでもあります。
　4月には診療報酬と介護報酬のダブル改定のみならず、第7次医療計
画、第7期介護保険事業計画のスタートが予定されており、また新専門医
制度が本格的に始動するなど、医療や介護を取りまく環境は大きな節目
を迎えており、まさに変革の波の中にあります。
　そのような中にあっても、病院創立の理念を受け継ぎながら、当院が
更なる発展を遂げる足掛かりとなる1年とするため、登録医の先生方、そ
して地域の皆様から頂きましたご意見やご要望等を踏まえ、皆さんと顔
の見える関係を大切にしながら、医療連携をさらに推進し、地域医療に
貢献していく所存です。行き届かない点がございましたらご遠慮なくご
指摘を頂きたく存じます。
　当院は、市民の皆さんから「選ばれる病院」、救急隊や地域の先生方か
ら「頼りにされる病院」、そして職員が「働きやすい病院」の３つを今後も
目指してまいりたいと考えています。
　本年も、変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

仙台市病院事業管理者 兼 院長　亀山　元信
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